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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第80期

第２四半期
連結累計期間

第81期
第２四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 22,078 22,237 59,350

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △389 △396 1,609

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)

(百万円) △260 △292 1,080

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 130 △354 1,546

純資産額 (百万円) 23,774 24,628 25,190

総資産額 (百万円) 37,747 38,015 41,846

１株当たり当期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △12.59 △14.11 52.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 63.0 64.8 60.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 44 716 3,517

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 604 1,729 △2,649

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △192 △208 △193

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,081 7,537 5,299
 

 

回次
第80期

第２四半期
連結会計期間

第81期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 13.17 6.12
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 
（親会社の異動）

2020年４月１日に行われた北海道電力株式会社のネットワーク部門の分社化に伴い、同社が保有する全ての当

社株式が同社の100％子会社である北海道電力ネットワーク株式会社に承継されました。これにより、当社の親会

社は北海道電力株式会社及び北海道電力ネットワーク株式会社の２社となりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当社グループは設備工事業の単一セグメントであります。

　

(1) 経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、企業収益の大幅

な減少が続くなど、依然として厳しい状況にあるものの、輸出や個人消費の持ち直しなど、景気は持ち直しの動き

がみられます。また、北海道地域におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい状況にあるも

のの、生産活動など一部に下げ止まりの動きがみられます。

建設業界におきましては、民間設備投資は減少し、労働者不足や建設コストの高止まりの状況が続くなど、当社

を取り巻く経営環境は厳しい状況で推移しました。

このような状況のなかで、当社グループは、企業体質のさらなる強化を図るため、「中期経営計画2016-2020」の

取り組みを推進し、全社営業体制による一般大型工事の獲得に向けた営業活動を強力に展開するとともに、利益の

確保に向けた原価低減の徹底と業務効率化に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、北海道電力関係工事の減少により受注高は減少したものの、前

期繰越工事の工事進行基準による売上高が増加したことなどにより、売上高及び利益は前年並みとなり、次のとお

りとなりました。

 
受注高　　　　　　　３６０億７７百万円（前年同四半期比　　１．７％減）

売上高　　　　　　　２２２億３７百万円（前年同四半期比　　０．７％増）

営業損失　　　　　　　　４億５１百万円（前年同四半期は　営業損失　　　　　　４億３９百万円)

経常損失　　　　　　　　３億９６百万円（前年同四半期は　経常損失　　　　　　３億８９百万円)

親会社株主に帰属する　　　　　　　　　（前年同四半期は　親会社株主に帰属する
四半期純損失　　　　　　２億９２百万円                 四半期純損失　　　　２億６０百万円）

 

(2) 財政状態

 ① 資産

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３８億３０百万円減少し、３８０

億１５百万円となりました。

流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３７億９５百万円減少し、２４４億３１百万円となりまし

た。

これは主に、未成工事支出金が２４億１４百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金が６７億７３

百万円減少したことによるものであります。

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３５百万円減少し、１３５億８４百万円となりました。

 
 ② 負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ３２億６９百万円減少し、１３３

億８７百万円となりました。

流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３２億５６百万円減少し、７４億４９百万円となりまし

た。

これは主に、支払手形・工事未払金が１４億４５百万円及びその他が消費税等の納付などにより１３億３４百

万円減少したことによるものであります。
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固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ１３百万円減少し、５９億３７百万円となりました。

これは主に、役員退職慰労引当金が２２百万円減少したことによるものであります。

 

 ③ 純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億６１百万円減少し、

２４６億２８百万円となりました。

これは主に、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純損失の計上などにより４億９９百万円減少したこと

によるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ４．６ポイント増加し、６４．８％となりました。

 

(3) キャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、７５億３７百万円とな

り、前年同四半期連結会計期間末に比べ２４億５５百万円の増加となりました。

これは主に、現金及び現金同等物の期首残高や、投資活動の結果獲得した資金が前年同四半期連結累計期間に比

べ増加したことなどによるものであります。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果獲得した資金は、未成工事支出金の増加や仕入債務の減少などがあったものの、売上債権の減

少などにより、７億１６百万円（前年同四半期連結累計期間に比べ６億７１百万円の増加）となりました。

　

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果獲得した資金は、短期貸付金の減少などにより、１７億２９百万円（前年同四半期連結累計期

間に比べ１１億２５百万円の増加）となりました。

　

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、配当金の支払いなどにより、２億８百万円（前年同四半期連結累計期間に比

べ１５百万円の増加）となりました。

 
(4) 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、「第４ 経理の状況 １ 四半期連

結財務諸表 注記事項 追加情報」に記載しております。

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、特記すべき事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,733,107 20,733,107 札幌証券取引所 単元株式数　100株

計 20,733,107 20,733,107 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年９月30日 ─ 20,733,107 ─ 1,730 ─ 2,364
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

北海道電力ネットワーク株式会社 北海道札幌市中央区大通東１丁目２ 11,519 55.60

北海電工協力会持株会
北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１
北海電気工事内

1,537 7.42

北海電工従業員持株会 北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１ 906 4.38

美和電気工業株式会社
東京都新宿区新宿１丁目８－５
新宿御苑室町ビル

284 1.37

株式会社ザイエンス 東京都千代田区丸の内２丁目３－２ 258 1.25

株式会社日本カストディ銀行
（信託口４）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 164 0.79

株式会社野村商店 東京都千代田区神田須田町２丁目１７ 161 0.78

石垣電材株式会社 北海道札幌市中央区北６条西１３丁目１ 154 0.74

株式会社日本カストディ銀行
（三井住友信託銀行再信託分・
株式会社ダイヘン退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 154 0.74

共和電気工業株式会社 北海道札幌市北区北２３条西９丁目１－１７ 111 0.54

計 ― 15,250 73.61
 

(注) １　当社は、自己株式14,444株を保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。

２　北海道電力株式会社が所有していた全株式11,519,813株は、同社のネットワーク部門の分社化に伴い、2020

年４月１日付で同社の100％子会社である北海道電力ネットワーク株式会社に異動しております。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

14,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

207,017 ―
20,701,700

単元未満株式
普通株式

― ―
17,007

発行済株式総数 20,733,107 ― ―

総株主の議決権 ― 207,017 ―
 

(注) １ 上記「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,400株(議決権34個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。
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② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
北海電気工事株式会社

北海道札幌市白石区菊水
２条１丁目８－２１

14,400 ─ 14,400 0.07

計 ― 14,400 ─ 14,400 0.07
 

（注）　発行済株式総数に対する所有株式数の割合(％)は、所有株式数の合計(株)に単元未満株式数44株を含めて計

算しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　　　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 5,299 7,537

  受取手形・完成工事未収入金 17,030 10,256

  未成工事支出金 1,010 3,424

  材料貯蔵品 608 581

  短期貸付金 4,000 2,000

  その他 280 632

  貸倒引当金 △1 △1

  流動資産合計 28,226 24,431

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 6,156 6,037

   その他（純額） 3,803 3,851

   有形固定資産合計 9,960 9,889

  無形固定資産 148 177

  投資その他の資産 3,510 3,517

  固定資産合計 13,619 13,584

 資産合計 41,846 38,015

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金 6,169 4,723

  未払法人税等 752 86

  未成工事受入金 397 596

  工事損失引当金 84 76

  その他 3,301 1,966

  流動負債合計 10,705 7,449

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 126 104

  退職給付に係る負債 5,795 5,807

  その他 29 26

  固定負債合計 5,951 5,937

 負債合計 16,656 13,387

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,730 1,730

  資本剰余金 5,032 5,032

  利益剰余金 18,007 17,507

  自己株式 △3 △3

  株主資本合計 24,765 24,266

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 768 644

  退職給付に係る調整累計額 △344 △281

  その他の包括利益累計額合計 424 362

 純資産合計 25,190 24,628

負債純資産合計 41,846 38,015
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

完成工事高 22,078 22,237

完成工事原価 21,460 21,626

完成工事総利益 617 610

販売費及び一般管理費 ※1  1,057 ※1  1,061

営業損失（△） △439 △451

営業外収益   

 受取配当金 23 24

 その他 30 32

 営業外収益合計 53 57

営業外費用 3 2

経常損失（△） △389 △396

特別損失   

 固定資産除却損 4 14

 特別損失合計 4 14

税金等調整前四半期純損失（△） △393 △410

法人税等 △132 △117

四半期純損失（△） △260 △292

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △260 △292
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純損失（△） △260 △292

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 97 △124

 退職給付に係る調整額 293 62

 その他の包括利益合計 391 △61

四半期包括利益 130 △354

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 130 △354
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △393 △410

 減価償却費 299 303

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 463 101

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7 △22

 受取利息及び受取配当金 △27 △29

 有形固定資産除却損 4 14

 売上債権の増減額（△は増加） 4,683 6,773

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,482 △2,414

 たな卸資産の増減額（△は増加） △54 27

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,692 △1,478

 未払消費税等の増減額（△は減少） △219 △605

 未払費用の増減額（△は減少） △324 △594

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 565 197

 その他 △535 △538

 小計 277 1,323

 利息及び配当金の受取額 27 30

 法人税等の支払額 △260 △636

 営業活動によるキャッシュ・フロー 44 716

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △344 △168

 無形固定資産の取得による支出 △48 △56

 短期貸付金の増減額（△は増加） 1,000 2,000

 その他 △3 △44

 投資活動によるキャッシュ・フロー 604 1,729

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △192 △207

 その他 - △1

 財務活動によるキャッシュ・フロー △192 △208

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 456 2,238

現金及び現金同等物の期首残高 3,831 5,299

合併等に伴う現金及び現金同等物の増加額 793 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,081 ※1  7,537
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 (税金費用の計算)

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて)

新型コロナウイルス感染症拡大による当第２四半期連結累計期間への影響につきましては、売上高や受注高の

減少など足元の業績に特段の影響はみられませんでした。今後につきましては、感染症拡大の影響が現時点では

限定的であると見込んでおりますが、感染症拡大が企業収益や設備投資に影響することによる受注減少や工事の

延期・中止、サプライチェーンの活動停止による工事遅延などの影響が懸念されるほか、当社グループの経営に

様々な影響を及ぼす可能性があります。

繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りにつきましては、前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情

報）の記載と同様に、現時点で重要な影響を及ぼすことはないと判断しておりますが、感染症拡大による影響が

長期化すれば、受注減少や工事の延期・中止等の影響が生じ、当社グループの経営環境が悪化し、会計上の見積

りに影響を与えることで、当連結会計年度の業績等に影響を及ぼす可能性があります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

従業員給料手当 443百万円 451百万円

退職給付費用 21百万円 31百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円 13百万円

貸倒引当金繰入額 △0百万円 △0百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金預金 5,081百万円 7,537百万円

現金及び現金同等物 5,081百万円 7,537百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 192 10 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2019年４月１日に、北海道計器工業株式会社の吸収合併及びほくでんサービス株式会社の配電事業の吸
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収分割を行いました。これにより、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が2,663百万円増加したほか、自

己株式が76百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が5,032百万円、自己株式が3百万円と

なっております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 207 10 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △12.59円 △14.11円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(百万円) △260 △292

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
（△）(百万円)

△260 △292

普通株式の期中平均株式数(株) 20,718,786  20,718,677
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年11月13日
 

　

北海電気工事株式会社

   取 締 役 会　 御中
 

　

EY新日本有限責任監査法人
 

 
　札幌事務所

 

 
 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員  公認会計士 藤　　原　　　　　明 ㊞
 

　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員  公認会計士 藤　　森　　允　　浩 ㊞
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北海電気工事株

式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北海電気工事株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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